
科目区分 統合分野 授業科目 在宅看護論概論 

講師名 6 名 実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（３０時間） 開講年次 １年次 

目的：地域で看護を必要とする対象の身体的・心理的・社会的特徴及び保健・医療・福祉ケアシ

ステムにおける看護の役割を理解する。 

目標：１ 在宅看護の意義を理解する。 

    ２ 在宅看護の対象と生活の場を理解する。 

    ３ 在宅看護に関わる法令・制度を理解する。 

    ４ 在宅看護の対象者の権利を理解する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 在宅看護の意義 ２時間 

１ 在宅看護の目的と特徴を理解する。 

１ 在宅看護を取り巻く現状 

（１）国民の多様な価値観 

（２）在宅看護が提供される場と場の拡大 

（３）在宅看護における看護師の役割 

ア 超高齢多死社会の進展と地域包括ケア 

２ 在宅看護の対象と住まい     ８時間 

１ 在宅看護の対象者の特徴を理解する。 

２ 在宅看護の対象の住まいと健康な生活の関連を理解する。 

３ 家族のとらえ方と家族への支援を理解する。 

１ 在宅看護の対象者 

（１）年齢からみた対象者の特徴 

（２）疾患からみた対象者の特徴 

（３）障害からみた対象者の特徴 

ア 障害高齢者の日常生活自立度判定基準 

イ 認知症高齢者の日常生活自立度判定基準       

ウ 要介護度 

２ 住まい方と健康 

（１）個性と価値観，生き方 

３ 在宅看護の対象者としての家族 

（１）家族システム 

（２）家族アセスメント 

（３）家族への支援 

（４）ピアサポート 



（５）レスパイトケア 

 

３ 在宅看護に関わる法令・制度   ８時間 

１ 訪問看護創設の歴史的変遷を理解する。 

２ 在宅看護に関わる法令・制度を理解する。  

１ 訪問看護制度の創設と発展経緯 

２ 在宅看護にかかわる法令・制度 

（１）介護保険制度 

ア 地域包括支援センター 

（２）医療保険制度 

（３）障害者総合支援法 

（４）難病法 

（５）医療介護総合確保推進法 

４ 在宅看護の場と役割  ８時間 

１ 訪問看護ステーションのしくみを理解する。 

２ 療養の場の移行時の看護師の役割を理解する。  

１ 訪問看護ステーションのしくみ 

（１）訪問看護の利用者と訪問回数 

（２）介護保険法に基づく訪問看護事業 

（３）健康保険法に基づく訪問看護事業 

（４）訪問看護の利用方法 

（５）訪問看護の費用 

（６）訪問看護ステーションの管理・運営 

２ 在宅看護の提供方法と看護師の役割 

（１）外来看護 

（２）施設看護 

（３）通所看護 

（４）入退院時における医療機関・施設との連携 

ア 地域連携クリニカルパス 

イ 外来との連携 

ウ 病棟との連携 

エ 退院支援部門との連携 

オ 診療所との連携 

５ 在宅看護の対象者の権利の保障    ４時間 

１ 在宅看護の対象者の権利を理解する。  

１ 在宅看護の対象者の権利擁護 



（１）守秘義務・プライバシーの保護 

（２）インフォームドコンセントと自己決定 

（３）成年後見 

（４）虐待防止 

２ 在宅看護場面における倫理的配慮 

評価方法 筆記試験 

テキスト 医学書院：在宅看護論 

財）厚生統計協会：厚生の指標 臨時増刊 国民衛生の動向 

備考  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



科目区分 統合分野 授業科目 在宅看護論方法論Ⅰ 

講師名 安見 律子 外 2 名 実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（３０時間） 開講年次 １年次 

目的：地域で生活している看護の対象のケアマネジメントとリスクマネジメントを理解する。 

目標：１ 在宅看護におけるケアマネジメントの概念を理解する 

    ２ 地域包括ケアシステムにおける多職種連携について理解する。 

    ３ 在宅看護過程の展開のポイントを理解する 

    ４ 在宅看護の日常生活援助技術とリスクマネジメントについて理解する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 地域における看護活動   ２時間 

１ 地域の人々の健康を支える保健活動を理解する。  

１ 地域の人々の健康と保健活動 

（１）生活環境の変化と人々の健康問題 

（２）地域の人々の保健行動のとらえ方 

（３）市町村における地域保健活動 

ア 市町村保健師の活動 

２ ケアマネジメントの概念    2 時間 

１ 看護師が担うケアマネジメントの概念を理解する。  

１ ケアマネジメントを必要とする背景 

２ 社会資源の活用 

（１）フォーマルサービスとインフ 

ォーマルサービス 

３ 地域包括ケアシステムにおける多職種連携    8 時間 

１ 地域包括ケアシステムの概念を理解できる。 

２ 在宅ケアにおける関連機関・関係職種との連携協働を理解する。  

１ 地域包括ケアシステムの概念 

２ 地域の社会資源との連携 

（１）行政との連携 

（２）地域包括支援センターとの連携 

（３）居宅介護支援事業所との連携 

（４）介護サービス事業所との連携 

（５）住民との連携 

（６）医療機関・医師との連携 

４ 在宅で療養する対象の看護過程の展開 ５時間  

１ 在宅看護過程の特徴を理解する。  



１ 在宅看護過程の展開 ※ 

（１）医療機関における看護過程との違い 

（２）在宅看護過程の構成要素 

（３）在宅看護のアセスメントの視点 

５ 日常生活援助技術とリスクマネジメント 12 時間 

１ 在宅で求められる日常生活援助技術を理解する。 

２ 在宅でのリスクの特徴を理解する。 

３ 災害時における看護師の役割と対応を理解する。  

１ 在宅看護の日常生活援助技術  

（１）コミュニケーション 

（２）食事・嚥下 

（３）排泄 

（４）移動・移乗  ※ 

（５）清潔 

２ 在宅療養上のリスクマネジメント 

（１）在宅看護におけるリスクの特徴 

（２）環境の整備による安全の確保 

ア 転倒・転落 

イ 熱中症 

ウ 窒息 

エ 火災 

オ 身体損傷 

カ 誤薬 

キ 感染 

（３）災害に対する準備と対応 

評価方法 筆記試験およびレポート評価 

テキスト 医学書院：在宅看護論 

インターメディカ：写真でわかる訪問看護 アドバンス 

備考  

 
 
 
 
 
 
 



科目区分 統合分野 授業科目 在宅看護論方法論Ⅱ 

講師名 4 名 実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（３０時間） 開講年次 ２年次 

目的：地域で療養する対象の病期・症状及び状況に応じて実践する看護の基礎的技術・方法を

理解する。 

目標：１ 在宅療養者の病期に応じた看護を理解する。 

２ 在宅療養において特徴的な疾病がある療養者への看護を理解する。 

３ 在宅における医療管理を必要とする療養者への看護を理解する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 訪問看護技術     ２時間 

１ 訪問時のマナー及び倫理と心構えを理解する。 

１ 訪問時の基本姿勢・態度 

（１）心構え 

（２）態度と行動 

（３）感染予防と個人情報の取り扱い 

（４）訪問看護倫理要領 

２ 在宅療養者の病期に応じた看護 ４時間 

１ 在宅看護介入時期別の看護の特徴を理解する。 

１ 在宅看護介入時期別の特徴 

（１）在宅療養準備期（退院前） 

（２）在宅療養移行期 

（３）在宅療養安定期 

（４）急性増悪期 

（５）終末期（看取り期） 

（６）在宅療養終了期 

３ 在宅療養において特徴的な疾病がある療養者への看護   12 時間 

１ 在宅看護の事例から在宅看護の実際を理解する。  

１ 在宅看護の実際 

（１）難病がある在宅療養者への看護 

（２）認知症の在宅療養者への看護 

（３）独居の在宅療養者への看護 

（４）終末期の在宅療養者への看護 

（５）小児の在宅療養者への看護 

（６）精神疾患がある在宅療養者への看護 

４ 在宅における医療管理を必要とする療養者の看護  12 時間 



１ 医療依存度の高い対象の特徴と看護の役割を理解する。 

２ 在宅での医療処置，医療管理に必要な基本的技術を理解する。  

１ 褥瘡管理 

（１）褥瘡発生リスクアセスメントと予防 

（２）褥瘡処置 

２ 膀胱留置カテーテル法 

（１）対象の特徴 

（２）在宅における安全管理 

３ 胃ろう，経管・経腸栄養法 

（１）対象の特徴 

（２）栄養評価と合併症予防 

（３）在宅における安全管理 

４ 在宅中心静脈栄養法（HPN） 

（１）対象の特徴 

（２）栄養評価と合併症予防 

（３）在宅おける安全管理 

５ 在宅酸素療法（HOT） 

（１）対象の特徴 

（２）合併症予防と安全管理 

６ 在宅人工呼吸療法（非侵襲的換気療法） 

（１）対象の特徴 

（２）気道浄化のケア 

（３）合併症予防 

（４）在宅における安全管理と援助 

７ 外来がん治療 

（１）在宅化学療法・放射線療法者 

に対する支援 

８ 薬物療法 

（１）服薬状況の把握と管理 

（２）医師及び薬剤師との連携 

評価方法 筆記試験 

テキスト 医学書院：在宅看護論 

インターメディカ：写真でわかる訪問看護 アドバンス 

備考  

 
 



科目区分 統合分野 授業科目 看護研究 

講師名 1 名 実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（３０時間） 開講年次 ２年次 

目的：看護研究の概念を理解し，研究成果を看護実践に活用する基礎的能力を養う。 

目標：１ 看護研究の意義と方法の概要を理解する。 

    ２ 看護実践の振り返りの意義と方法を理解する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 看護と研究 23 時間 

１ 看護研究の意義と研究の分類及び特徴を理解する。 

２ 文献の意義と検索の方法を習得する。 

３ 研究課題の取り組みから論文発表までのプロセスを理解する。 

１ 看護における研究 

（１）看護における研究の役割 

（２）看護研究の意義 

（３）日本の看護研究の特徴 

（４）研究における倫理的配慮 

２ 看護研究の分類と特徴 

(１) 研究デザインによる分類と特徴 

  ア 質的記述研究デザイン 

  イ 量的記述研究デザイン 

  ウ 仮説検証型研究デザイン 

  エ 因果関係検証型研究デザイン 

(２) 研究方法による分類と特徴 

  ア 事例研究 

  イ 調査研究 

  ウ 実験研究 

  エ 文献研究 

３ 研究プロセス  

（１）研究課題の選択 

（２）研究目的 

（３）文献検索と文献検討 

 ア 文献検索の意義 

 イ 文献検索の資料と活用の仕方（４） 概念枠組みの設定 

（５）仮説の設定 

（６）研究方法の選定 



（７）研究計画書作成 

（８）研究データの収集・分析 

（９）結果とその解釈 

（10）論文作成と発表 

４ ケーススタディのプロセス ※ 

（１）はじめに 

（２）事例紹介・看護の実際 

（３）考察・結論 

（４）終わりに 

２ 看護実践の振り返りの意義と方法   ６時間 

１ 看護実践を振り返る必要性と意義を理解する。 

２ 看護の意味と価値の考察について理解する。  

１ 看護実践の振り返りの意義  

２ 自己の看護実践の振り返り ※ 

評価方法 筆記試験およびレポート評価 

テキスト 日本看護協会出版会：看護研究のための文献検索ガイド 

照林社：看護のためのわかりやすいケーススタディの進め方 

備考  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



科目区分 統合分野 授業科目 災害看護 

講師名 3 名 実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（３０時間） 開講年次 ２年次 

目的：災害医療と災害看護の基礎的知識を理解し，災害時に必要な技術を習得する。 

目標：１ 災害の概念と災害医療・災害看護の特徴を理解する。 

２ 被災者の健康と生活上のニーズ及び災害各期の看護を理解する。 

３ 災害における看護の役割を理解し，災害時に必要な看護技術を習得する。 

４ 災害におけるわが国の対策と国際救援活動の必要性を理解する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 災害医療と看護の特徴 ８時間  

１ 災害の概念を理解する。 

２ 災害医療と看護の特徴を理解する。 

３ わが国における災害対策を理解する  

１ 災害の概念 

(１) 災害の定義 

(２) 災害のサイクル 

(３) 災害の分類 

２ 災害医療の特徴 

(１) 災害医療の特徴 

(２) 災害医療と救急看護の相違 

(３) わが国の災害医療体制 

ア 災害支援ネットワークシステムと情報源 

イ わが国における災害対策 

ウ 茨城県の災害対策と災害医療拠点病院 

エ 居住地の災害対策 

(４) 災害医療の３Ｔ 

ア トリアージ 

イ 治療 

ウ 搬送 

(５) 災害に関する法律 

３ 災害看護の定義と特徴 

(１) 災害看護の定義 

(２) 災害看護の特徴 

(３) 災害看護活動の要素 

２ 被災者の健康問題と災害看護の実際 12 時間 



１ 被災者の健康問題と生活上の問題を理解する。 

２ 災害サイクルや活動の場における看護の役割を理解する。  

１ 災害が人々の健康や生活に与える影響  

(１) 災害の種類別にみた健康問題 

ア 自然災害 

イ 人為的災害 

ウ 特殊災害 

エ 複合災害 

(２) 災害の時期別にみた健康問題 

ア 超急性期 

イ 急性期 

ウ 慢性期 

エ 静穏期 

(３) 避難生活の場所別にみた健康問題 

２ 災害看護の実際 

(１) 災害サイクルの看護活動 

ア 災害超急性期の看護 

イ 災害亜急性期の看護 

ウ 災害慢性期の看護 

エ 静穏期の看護 

(２) 活動の場における看護 

ア 救護所における看護 

イ 避難所における看護 

(３) 感染対策 

(４) 被災者に対するこころのケア 

(５) 救援者のストレスとこころのケア 

３ 災害時に必要な技術 ８時間 

１ 災害時に必要な技術を習得する。  

１ 緊急を要する診療 

（１）心肺停止状態 

（２）ショック状態 

（３）外傷・熱傷・熱傷 

（４）小児の溺水 

２ トリアージ(START 方式) ※ 

３ 心肺蘇生法（CPR・AED）※ 

(１) 頭部後屈あご先挙上法による気道確保 



(２) 補助器具による人工呼吸 

(３) 心臓マッサージ 

(４) 除細動 

４ 傷病者の搬送 

５ 応急手当 

４ 災害における国際救援活動 ２時間 

１ 国際救援活動の必要性と看護の役割を理解する。  

１ 国際救援の定義 

２ 国際救援活動の基本理念 

(１) 災害救援の行動規範 

(２) 人道憲章と災害援助に関する最低基準 

(３) 国際救援におけるガイドライン 

３ 国際救援活動における看護の役割 

４ 国際救援活動の現状と課題 

評価方法 筆記試験 

テキスト 医学書院：統合分野 看護の統合と実践〔３〕災害看護学・国際看護学 

医学書院：専門分野Ⅰ 基礎看護学〔３〕基礎看護技術Ⅱ 

備考  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



科目区分 統合分野 授業科目 看護管理 

講師名 4 名 実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（３０時間） 開講年次 ２年次 

目的：保健・医療・福祉システムにおける看護の役割と，安全で質の高い看護を提供するための

管理を理解する。 

目標：１ 他職種との連携・協働に必要な調整と看護師の役割を理解する。 

２ 安全で質の高い看護を提供する組織の構造と管理方法を理解する。 

３ 社会情勢と健康課題を国際的な視点からとらえ，看護の国際協力の必要性としくみを

理解する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 看護とマネジメント ２時間  

１ 看護管理の意義とプロセスを理解する。 

２ 組織における看護部門の位置づけを理解する。 

１ 看護管理の定義・目的・機能 

２ マネジメントプロセスとマネジメントサイクル 

３ 看護におけるマネジメントの変遷 

４ 組織とマネジメント 

(１) 組織構造と組織原則 

(２) マネジメントの基本 

(３) 組織目的達成のマネジメント 

ア 理念の形成と浸透 

イ 現状分析 

ウ 看護の組織化 

２ チーム医療の調整に必要な要素 ６時間 

１ チーム医療の組織における調整に必要な能力を理解する。 

２ 組織において管理すべき事項と方法を理解する。  

１ 組織の調整に必要な能力 

(１) コミュニケーションの方向 

(２) アサーティブ・コミュニケーション 

(３) パワーとエンパワーメント 

(４) コンフリクト 

(５) 変化と変革 

(６) コーチング 

（７）集団と組織文化 

２ 人材のマネジメント 



（１）キャリア形成とキャリア開発 

（キャリアディベロップメント） 

（２）人材フローマネジメント 

（３）労働環境 

ア 看護業務管理：交代制勤務 

イ 看護業務基準・手順 

ウ 患者重症度と看護必要度 

３ 施設・設備環境及び物品のマネジメント 

(１) 施設・設備環境 

（２）物的資源管理の原則 

（３）物品供給システム 

（４）医薬品の取扱いと管理 

（５）医療機器等の管理 

(６) 廃棄物の取扱いと管理 

４ 情報のマネジメント 

(１) 種類と管理（医療情報の利活用） 

(２) 守秘義務とプライバシーの保護 

(３) 情報開示への対応 

３ 看護組織における看護師の協働   ６時間  

１ 看護単位と看護の提供システムの機能と特徴を理解する。 

２ 看護組織の構成要員と役割を理解する。 

３ 看護の質向上に必要な評価機構を理解する。  

１ 看護組織における看護単位の機能と特徴 

２ 看護ケア提供システム 

(１) プライマリーナーシングシステム 

(２) チームナーシングシステム 

(３) 患者受け持ち方式 

(４) 機能別看護方式 

(５) 他の看護ケア提供システム 

ア モジュール型継続受持ち方式 

イ 固定チームナーシング 

３ リーダーシップとマネジメント 

(１) リーダーシップの定義と理論 

(２) メンバーシップと個の責任 

ア ストレスマネジメント 

イ タイムマネジメント 



４ 病院・病棟における看護管理者の役割 

５ 日常業務のマネジメント 

６ 病院機能評価と看護部門の評価 

４ 安全の保障と看護管理    ８時間 

１ 患者の安全を保障する組織の管理の取り組みを理解する。 

２ 患者の安全を阻害する要因とその管理方法を理解する。 

３ 看護師の安全管理を理解する。  

１ 患者の権利と組織における安全管理 

(１) 安全管理システムの設計とプロセス 

(２) 安全管理責任者（セーフティマネジャー）の役割と機能 

２ 日常の安全確保 

３ 医療事故対策 

(１) 対象者の安全確保 

(２) 医療事故と対応 

(３) 院内感染対策 

(４) 災害対策 

４ 組織としての医療安全対策 

(１) 組織的な医療安全管理の考え方と安全文化の醸成 

(２) 組織的な医療安全管理体制 

(３) 暴力対応指針 

５ わが国の医療安全対策の現状と展望 

６ 医療事故に対する倫理と法的問題 

５ 専門職である看護師の責任と役割   ４時間  

１ 看護師の社会的責任と役割を理解する。 

２ 看護師の専門性の追求と自己教育の方法を理解する。 

３ 診療報酬にみる看護の評価を理解する。  

１ 専門職としての役割 

(１) 看護職と専門職性 

(２) 看護職の法的責任 

(３) 看護師の責務とマネジメント 

２ 看護師の専門性の向上 

(１) 看護職の教育制度 

(２) 看護職の専門性と教育 

ア 看護基礎教育 

イ 現任教育・継続教育 

ウ 専門看護師，認定看護師，認定看護管理者 



エ 特定行為に係る看護師の研修制度 

オ これからの看護教育 

(３) クリニカルラダーと目標管理 

３ 医療制度 

(１) 医療保険制度と医療費支払いシステム 

(２) 看護ケアの対価 

４ 看護師の需要と供給，確保対策 

（１）看護職員需給見通し 

（２）看護師等の確保対策 

（３）看護師等の届出制度 

６ 看護の国際化   ４時間  

１ 国際的な健康問題と国際協力を理解する。 

２ 世界の保健健・医療・福祉の情勢と看護の展望を理解する。  

１ 看護とグローバリゼーション 

(１) グローバリゼーションの概念 

(２) グローバルヘルス 

ア 世界共通の健康目標 

イ 国家・地域間の健康格差 

(３) 看護のグローバル化 

ア 国際保健における日本の役割 

イ 諸外国の看護制度 

ウ 国際社会における看護の対象 

（ｱ）在留外国人 

（ｲ）在外日本人 

（ｳ）帰国日本人 

２ 保健・医療の国際協力 

(１) 国際協力の意味 

(２) 国際協力の種類（開発と国際救援） 

(３) 国際協力のしくみ 

（４）国際協力活動における看護の役割 

３ 開発協力と看護 

(１) 開発協力の概況と健康 

(２) 貧困と健康 

(３) ジェンダー・感染症と健康 

（４）政府開発援助（ODA）を通じた開発途上国援助 

４ 国際救援と看護 



(１) 自然現象に起因する災害発生と救援活動 

(２) 複合人道危機の発生と救援活動 

５ 世界の保健・医療・福祉情勢と看護の展望 

評価方法 筆記試験 

テキスト 医学書院：統合分野 看護の統合と実践〔１〕看護管理 

医学書院：統合分野 看護の統合と実践〔３〕災害看護学・国際看護学 

備考  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



科目区分 統合分野 授業科目 統合技術 

講師名 鹿尾 祐子 外 1 名 実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（３０時間） 開講年次 ２年次 

目的：既習の知識・技術を統合し，異なる対象の状態・状況に応じた安全な看護を実践する基礎

的能力を習得する。 

目標：１ 医療・看護における事故防止の方法を理解し，リスク感性を高める。 

２ 異なる対象の状態を判断し，状況に応じて看護を実践する方法を習得する。 

３ 自己の臨床実践力を評価し，看護実践における課題を明確にする。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 医療安全 15 時間 

１ 医療事故と看護事故の概念を理解する。 

２ 医療・看護事故の発生要因と事故を防止する方法を理解する。 

３ 医療安全の管理能力を向上する方法を理解する。  

１ 医療安全を学ぶことの大切さ 

２ 医療事故・看護事故の概念と責任 

 (１) 医療事故と看護業務 

ア 過失のある医療事故と不可抗力の事故 

イ 事故の視点で捉える看護業務 

 (２) 看護事故の構造 

ア 診療の補助に伴う医療事故 

イ 療養上の世話に伴う医療事故 

 (３) 看護事故防止の考え方 

３ 事例にみる医療・看護事故の発生と防止対策 

(１) 診察の補助業務における事故と防止対策 

ア 注射業務 

イ 注射業務に用いる機器 

ウ 輸血業務 

エ 内服与薬業務 

オ 経管栄養業務 

カ チューブ管理 

(２) 療養上の世話における事故と防止対策 

ア 転倒・転落事故 

イ 誤嚥事故 

ウ 異食事故 

エ 入浴中の事故 



（３）業務領域を超えて共通する間違いと発生要因 

ア 患者間違いの要因と防止 

イ 間違いを誘発するタイムプレッシャーと途中中断 

ウ 新人特有の危険な思い込みと行動パターン 

２ 看護の統合と実践 14 時間 

１ 複数患者の看護で生じる課題と対応方法を理解する。 

２ 異なる対象の状態を把握し，効果的な看護を計画する。 

３ 複数患者に実施した援助を評価し，臨床実践に必要な能力と自己の課題を

明確にする。  

１ 複数患者の看護の課題と対応 

(１) 多重課題・時間的切迫と調整 

(２) 作業中断と優先順位の決定 

(３) 単独での援助の判断と調整 

２ 複数患者を把握する効果的な方法 

(１) 重点アセスメントとデータベースアセスメント 

(２) キューの特定と推論及び情報の確認 

３ 複数患者の一日の計画立案 

４ 複数患者の看護過程展開の実際※ 

(１) 健康障害・治療の理解 

(２) 重点アセスメント 

ア 情報収集の要点と優先順位 

イ キューの特定と推論，情報の確認 

ウ アセスメント 

(３) 看護上の問題の明確化 

(４) 看護計画と日々の計画立案 

ア 看護上の問題の解決に必要な計画 

イ 複数患者の日々の看護に必要な計画 

(５) 複数患者の援助の実施と作業中断 

(６) 複数患者への援助の評価 

ア 看護上の問題の解決 

イ 複数患者へのスケジュール 

ウ 臨床実践能力に必要な自己の課題 

評価方法 筆記試験およびレポート評価 

テキスト 医学書院：統合分野 看護の統合と実践〔２〕医療安全 

医学書院：統合分野 看護の統合と実践〔１〕看護管理 

ヌーヴェルヒロカワ：医療安全とリスクマネジメント 



医学書院：学生のためのヒヤリハットに学ぶ看護技術 

備考  

 


